
総務委員会 2023結果および 2024計画・組織 

 

組織 計  6 名 ＊順不同・敬称略 

ﾒﾝﾊﾞｰ 氏名 支部 
理事/ 

会員 
所属 

委員長 鈴木 康久 東日本 理事 杉野服飾大学                 

事務長 市川 智美 本部 会員 文化ﾌｧｯｼｮﾝ大学院大学          

委員 櫛下町 伸一 本部 理事 文化ﾌｧｯｼｮﾝ大学院大学        

 増田 大助 本部 常務理事                 

 播岡 充 関西 会員 大阪文化服装学院        

 岡田 絵梨奈 西日本 会員 香蘭女子短期大学          

 

活動報告  

目標 活性化の一環で、本部事務局と理事会、総合運営会議、委員会/分科会と連携して学会を 

アピール、5カ年で会員 (正会員・学生会員・賛助会員) の倍増を目指す。 

正会員および学生会員、賛助会員獲得のため、総務委員会で精査・検討したものを、理事会 

および総合運営会議、各委員会において具体的に実施していく。 

 

2023 

結果 

 

■開催について 

・本年度は年間で 3回の委員会を開催となった。各委員の在籍地の問題もあり、全 3回 

の開催については、いずれも ZOOMによるオンライン開催となった。 

第一回総務委員会 2023/6/30（金）17：30～19：00 

第二回総務委員会 2023/10/2（月）17：30～19：00 

第三回総務委員会 2024/2/27（火）17：30～19：00 

 

■各回の主要議題 

・各回の主要議題については以下の通りとなっている。 

≪第一回総務委員会≫  

 ●委員会メンバー確認、昨年度活動報告、新年度、グランドスケジュール確認 

総務委員会スケジュール、情報共有（総合運営会議、理事会）、会員増加策について 

≪第二回総務委員会≫  

 ●第一回議事録確認、情報共有（総合運営会議、理事会）、会員増加策について意見交換 

  各支部・各委員として情報共有、全国大会について、今後のスケジュール 

≪第三回総務委員会≫  

 ●第二回議事録確認、情報共有（総合運営会議、理事会）、会員増加策について意見交換 

  各支部・各委員として情報共有、全国大会を終えて、年度末及び次年度に向けて 

 

■本年度活動のポイント 

 ・本年度活動のポイントは以下の通りである。 

  ●総務委員会にて「学会員増加計画」を会員属性別（個人、学生、賛助）の計画案として 

作成し、またその運用に関連した問題点の抽出を行い、学会の大命題となる会員増加策 

として第二回総合運営会議および理事会に向けて提言を行った。 

  ●委員会の特性を有効に機能させるために、学会全体を統括的に把握する必要がある事か 

ら広く情報共有を図る事に注力し、その共有に時間を割きながら各支部の情報の質の 

  の共通化に努めた。 

■活動成果と問題点 



 ・本年度の活動成果と問題点については以下の通りである。 

  ●学会の命題となっている会員増加策を総務委員会として議論を重ね、計画案を策定し、

学会に対して提言できた事は今後に繋がる成果と言える。一方で、即応性のある具体的

な実行計画に繋がっていかない点については今後に向けた積み残し課題となる。 

●各支部等の置かれている状況の違い、委員会メンバーの所属組織の属性によって学会活

動の意義、そのプライオリティの違いは当然ながら存在しており、学会総体として考察

していく必要性がある。 

2024 

計画 

 

■2024年度活動計画 

・具体的な活動計画として以下の四点を掲げたい。 

 

①各支部相互の情報共有と各所属組織内における情報の拡散。 

②各支部一本化計画を含めた運営改善について有機的に関与していく。 

③作成した会員増加策のアップデイトを図り、更に具体的なアクションプランに繋がる活 

 動計画を組み上げ、第三回総合運営会議にて提言していく。 

④その他 FB学会の活動及び発展に有効な外部情報の収集と共有。 

 

 

以上 


